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１ 趣旨 

                                                      
1 平成 7 年に制定された「科学技術基本法」により、政府が 5 年ごとの策定。平成 28 年 1

月 22 日に第 5 期（平成 28 年～平成 32 年）基本計画が閣議決定された。 
2 狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会

（Society4.0）に続く、サイバー（仮想）空間とフィジカル（現実）空間が融合した新た

な社会。 
3 Global and Innovation Gateway for All の略。 
4 本市が平成 29 年に策定した第 2 期佐伯市⾧期総合教育計画。は平成 29 年度から令和 8

年度までの 10 年間。 
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２ ICT 環境の整備 

（１）端末の整備 

（２）校内 LAN6の整備 

（３）その他の環境整備 

３ 端末の選定

（１）「1 人 1 台端末」としての iPad の選定理由 

                                                      
5 米国アップル社が開発したタブレット型端末のシリーズ名。佐伯市が令和 2 年度に配備

するモデルは、第 8 世代 Wi-Fi モデル 32GB。 
6 Local Area Network の略。企業、官庁のオフィスや工場などの事業所、学校、家庭など

で使用されるコンピュータネットワーク 
7 Wide Area Network の略 
8 パソコンやタブレットなどの Wi-Fi に対応している端末を外出先でインターネットに接

続できる小型の通信機器 
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（２）大分県共同調達について 
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４ 佐伯市が「1人 1台情報端末」で目指す学習活動 

（１）考え方 

（２）教科指導（一斉学習・個別学習・協働学習）における活用 

                                                      
9 株式会社 LoiLo が開発した学習支援ソフト。 
10 東京書籍のインターネット環境のあるタブレット PC やパソコンなどで取り組めるドリ

ル教材。 
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（３）家庭学習（平常時と緊急時の対応）
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（４）遠隔授業（多様な学び、専門的な学びの創出）

（５）その他
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５ 研修計画 
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６ ＩＴ指導員の活用 

７ 個人情報保護・情報モラル等のルールづくり 

（１）個人情報保護 
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（２）情報モラル教育の徹底 

（３）情報セキュリティポリシー 

８ 緊急時に備える取組 
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